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2011 U.S. Department ofEnergy Hydrogen and Fuel 

Cells Program and Vehicle Technology Progr加 lAnnual

Merit Review and Par Evaluation Matingが、 2011年5

月9日'"'"'13日5日間、米国ワシントンD.C.近郊のパージニ

ア州アーリントンにて開催された。本会議は、米国エネ

ノレギー省 (DOE)が研究費を助成する水素・燃料電池関

連事業および車両技術関連事業の年度総括報告会議で

ある。昨年度から水素・燃料電池関連事業と車両技術関

連事業の合同年度総括会議となり、会議の規模が拡大し

てしも。本年度の会議参加者は1519名(事前登録者のみ)

であり、研究受託者からの発表件数は、オーラ/レが445

件、ポスターが242件で、あった。会議の性質からか、米

国国立研究所、大学などの研究機関からの参加者・発表

者が多かった。

表1に、全発表のセッション別内訳を示す。水素・燃

料電池 (fu&FC)関連事業の発表件数は、全10セッシ

ョンで、オーラノレ207件、ポスター79件の合計28倒牛であり、

水素製造・配送(目。ductionand Delivery) と燃料電池

(Fuel Cells)のセッションに属する発表が多い。一方、

車両技術 (vr)関連事業の発表件数は、全8セッション

で、オーラル2381牛、ポスター163件の合計401件であり、

エネルギー貯蔵 (EnergyS句Irage)のセッションに属す

る発表が多い。

オーラル発表は、 9会場に分かれてのパラレル・セッ

ションにて行われ、筆者は、水素・燃料電池関連事業、

なかでも水素製造・配送のセッションを中心に聴講した。

このため、本見聞録はすべての発表を網羅したもので、は

なく、水素製造・配送に偏ったものとなっているが、こ

の点はご理解いただきたい。なお、すべての発表は、ウ

ェブサイト[1]から閲覧可能である。興味のある方には、

ぜひ閲覧をお奨めする。

会議初日は、一般の研究受託者からの発表はなく、フ。

表1. セッション別発表内訳

Program Sub Pro疋ram Oral Poster Total 
207 79 286 

Production and Delivery 51 35 86 
Hydrogen Storage 31 15 46 
Fuel Cells 51 19 70 
Manufacturing 8 2 10 

H2 & FC Technology Validation 6 3 9 
Safety， Codes， Stands. 14 。 14 
Education 15 。 15 
Market T ransformation 6 4 10 
Analysis 12 13 
Recovery Act 13 。 13 

238 163 401 
Advanced Combustion 63 6 69 
Energy Storage 42 70 112 
Adv. Pwr. Electronics 22 17 39 

VT Fuel Technologies 9 10 
Propulsion Materials 16 21 37 
Light-Weight Materials 28 3 31 
T echnology Integration 13 37 50 
Veh. & Sys. Simulation 45 8 53 

レナリー・セッションにおいて、水素・燃料電気関連事

業と車両技術関連事業の両事業について、DOEの事業責

任者・各セッション責任者から概要報告がなされた。報

告によると、水素・燃料電池関連事業については、水素・

燃料電池関連市場の着実な立ち上がりの一方で、最近の

研究助成金額は減少傾向にある。表2に、 DOEのEERE

(EnergyE伍.Clen句Tand Renewable Energy)局が助成す

る水素・燃料電池関連事業の予算金額を示す。 2010年度

の予算総額(実績ベース)が約$1.70{意ドルで、あるのに

対し、 2012年度の予算総額(要求ベース)は、約1.ω億

ドルとほぼ半減している。対照的に、車両技術関連事業

の研究助成金額は増加傾向にある。具体的には、 2010

年度の予算総額(実績ベース)が約$3.04億ドノレで、ある

のに対し、 2012年度の予算総額(要求ベース)は約5.88

億ドノレとほぼ倍増している。最近のDOEは、水素・燃料
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電池関連事業よりも車両技術(特に電気自動車)関連事

業に積極的であると言われるが、研究助成金額の推移を

見る限り、その通りと言わざるを得ない。実際、筆者が

個人的に話した何人かの水素・燃料電池関連事業の研究

者からも、DOEの方針に対する恨み節のようなものも聞

かれた。

表2. 水素・燃料電池関連事業の研究助成金額[泊

会議2日目からは、 一般の研究受託者からのオーラル

発表 ・ポスター発表が行われた。オーラル発表では、セ

ッション毎に割り当てられた10名弱のレピュアーが発

表内容と質疑応答から個別の研究プロジェク トを審査

し、審査結果が次年度以降のプロジェクト継続および助

成金額に影響するシステムである。なお、 一般の聴講者

にも質疑が許されている。

ここからは、水素製造 ・配送セッションについて報告

する。DOEのセッション責任者の発表闘によれば、こ

のセッションの研究プロジェク トに共通のゴールは、水

素を$2~41 gge ($2~41 kg-Ih)のコスト(配送費込、

税抜)で生産する技術を開発することである。ちなみに、

昨年度までの目標コストは$2~31 gge ($2~3/kg-H2) 

で、あったが、ガソリン価格の変動幅の大きさおよび自動

車について前提の変化を考慮した結果、目標コス トが変

更になったようである。DOEの発表[3]によると、この

目標コスト実現に向けて、短期的に最も有望な水素製造

法は天然ガスの水蒸気改質で、ある。一方で、本会議での

発表に、天然ガスの水蒸気改質に関するものは 1件もな

かった。この理由について、 DOEのレポー ト[4]では以

下のように説明されている。天然ガスの水蒸気改質は、

第三者のレポート[5]において、前述の目標水素コス ト

($2~41 gge)が実現可能であることが示されている。

また、DOEの見解として、天然ガスの水蒸気改質は温室

効果ガス削減とエネルギーセキュ リティの観点から長
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期的な解決策とはみなせないとのことである。ただし、

筆者としては、 CCS(Carbon Capture and S加rage) と

組み合わせること、シエールガスなどの手何宝来型天然ガ

スを用いることで、天然ガスの水蒸気改質は相当長期間

にわたって最も現実的な水素製造法で、あり、そのための

技術開発も必要であると考えている。

個別の研究フ。ロジェクトの発表については、前述のウ

ェブサイト[1]を閲覧して頂きたいが、多くの発表に共通

して、以下のよ うな印象をうけた。 通常の学会とは異な

り、スポンサー (DOE)による審査を受ける場であるか

らか、成果(プラス面)の主張に重きが置かれ、学術的・

技術的議論はそれほど深堀されない。また、課題(マイ

ナス面)についてはほとんど触れられない。とはいえ、

本会議は、米国の水素 ・燃料電池関連事業および車両技

術関連事業の状況を一望できる会議であり、情報収集の

場と して非常に貴重な会議である。

最後になったが、本会議への参加はNEDO委託事業の

一環(技術調査)として実施したものであり、関係各位

への詩情を表したい。
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